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催
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築
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を
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。
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が
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た
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況
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、田
口
学
長
ら
は
、ま
ず
肝
移
植
し
た
3
例
の
診
察
を
優
先
し
、他
の

検
討
を
要
す
る
患
児（
肝
腫
瘍
や
胆
道
閉
鎖
）の
コ
ン
サ
ル
ト
を
受
け
、胆
道
閉
鎖
症
3
例
の

手
術
を
行
い
ま
し
た
。田
口
学
長
は「
胆
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濃
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閉
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の
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療
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。
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講
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療
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援
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な
で
お
ろ
し
ま
し
た
。

ミ
ャ
ン
マ
ー
で
は
胆
道
閉
鎖
症
の
診
断
が
遅
い
の
で
、こ
の
よ
う
に
早
期
診
断・早
期
手
術
で
き

る
と
予
後
が
良
い
こ
と
を
示
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。ま
た
、今
後
の
歯
科
チ
ー
ム
の
活
動
に

備
え
、ヤ
ン
ゴ
ン
小
児
病
院
の
小
児
歯
科
の
教
授
と
コ
ン
タ
ク
ト
を
取
り
、肝
移
植
患
児
の
口

腔
内
写
真
を
撮
影
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、肝
移
植
し
て
黄
疸
は
下
が
っ
て
い
る
も
の
の
歯

に
は
着
色
が
残
って
い
た
の
で
、今
後
の
課
題
で
す
。病
院
長
が
血
液
が
ん
患
児
の
口
腔
内
ケ
ア

を
希
望
さ
れ
、次
回
は
歯
科
医
師
や
歯
科
衛
生
士・短
大
学
生
を
帯
同
し
、移
植
後
の
患
児

や
小
児
が
ん
患
児
の
口
腔
ケ
ア
や
歯
磨
き
指
導
を
行
い
た
い
と
思
い
ま
す
。教
員
や
専
攻
科

生
の
中
に
は
参
加
意
欲
の
高
い
メ
ン
バ
ー
が
揃
っ
て
い
ま
す
の
で
、今
後
も
活
動
の
幅
を
広
げ
て

い
き
ま
す
」と
話
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、ヤ
ン
ゴ
ン
小
児
病
院
で
は
、学
校
法
人
福
岡
学
園・福
岡
歯
科
大
学
創
立
50
周
年
記

念
歯
ブ
ラ
シ
2
0
0
本
を
日
本
か
ら
持
参
し
て
医
療
ス
タ
ッフ
に
寄
贈
し
ま
し
た
。

日
本
私
立
歯
科
大
学
協
会 

歯
科
プ
レ
ス
セ
ミ
ナ
ー
で

水
田
理
事
長
が
講
演

田
口
短
大
学
長（
常
務
理
事
）が

ミ
ャ
ン
マ
ー
で
医
療
支
援
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